
表 紙

１月１日 現在 前月比

男 7,555人 (－７)

女 7,795人 (－20)

計 15,350人 (－27)

世帯数 5,382戸 (－２)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ３人
死亡…… 24人
転入…… 15人
転出…… 21人
婚姻…… ７組

市の人口と世帯
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再生紙を使用しています。

新たな年の幕開け
降りしきる雪の中訪れた、年越しの諏訪神社。１月１日

午前零時とともに、雅楽の音色が境内に響き渡りました。
尾花沢雅楽の奉納演奏は今年で60回目。今年は、16世紀中
頃から宮中で病気平癒や疾病鎮静などの祈願の際に演奏さ
れたといわれる「五常楽の急」も発表されました。
凛とした空気の中厳そかに舞う巫女の姿に、一日も早く

平穏な日常が戻り、地域にさらなる賑わいがあふれるよう
願いを重ねながら、新たな年の幕開けを迎えました。

(令和３年１月１日 諏訪神社にて)
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１月５日、サルナートで市民賞授賞式が行われ、市の歴史文化の発展、
教育振興、地域振興に寄与した３人の方に市民賞が贈呈されました。
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巨
勢
庸
純
氏
が
選
挙
管
理
事
務
功
労

に
よ
り
「
旭
日
単
光
章

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

」
を
受
章
さ
れ
、

11
月
25
日
に
市
役
所
で
叙
勲
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

巨
勢
氏
は
平
成
３
年
９
月
か
ら
平
成

11
年
９
月
ま
で
と
、
平
成
14
年
１
月
か

ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
の
、
通
算
24
年

３
カ
月
の
永
き
に
わ
た
り
尾
花
沢
市
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
選

挙
の
公
正
な
執
行
や
投
票
率
向
上
の
た

め
の
啓
発
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

※
旭
日
章

き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う

…
国
家
ま
た
は
公
共
に
対

し
功
労
が
あ
り
、
特
に
顕
著
な
功
績

を
あ
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
章
で
す
。

髙
橋
氏
は
、
り
ん
ど
う
生
産
者
と
し

て
、
地
域
に
適
し
た
品
種
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
品
種
４

品
を
世
に
送
り
出
す
な
ど
し
、
市
場
か

ら
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山

形
県
り
ん
ど
う
生
産
研
究
会
会
長
と
し

て
長
年
に
わ
た
り
生
産
者
の
相
互
研

鑽
・
情
報
交
換
を
図
る
な
ど
、
県
内
の

り
ん
ど
う
生
産
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
山
形
県

の
農
業
賞
の
中
で
最
も
権
威
あ
る
「
大

高
根
農
場
記
念
山
形
県
農
業
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
26
日
、
山
形
県
が
公
共
土
木
施

設
等
の
利
用
環
境
改
善
・
安
全
性
の
向

上
に
尽
力
し
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す

る
「
県
土
づ
く
り
感
謝
状
」
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
２
つ
の
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。





▲表彰の報告に訪れた宮沢地区振興
連絡協議会三浦義一会長(写真右）

▲市長より勲章と勲記を受け取った巨勢氏
(写真右）

▲菅根市長(左)と髙橋重光氏(右)「思いがけない賞を受
賞し、大変恐縮です。」と話されました。

産
業
文
化
賞

鈴
木

勲
氏
(梺
町
１
)

尾
花
沢
ま
つ
り
ば
や
し
と
尾
花
沢

雅
楽
の
再
興
、
若
い
世
代
の
担
い
手

育
成
に
尽
力
さ
れ
、
と
も
に
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
文
化

の
保
存
伝
承
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
振
興
賞

鈴
木
正
司
氏
(梺
町
１
)

永
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
長

を
務
め
ら
れ
、
自
ら
の
教
職
経
験
を

活
か
し
、「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」
の

充
実
な
ど
社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
功
労
賞

石
山
忠
芳
氏
(矢
越
)

宮
沢
地
区
区
長
会
会
長
、
翁
山
を

愛
す
る
会
会
長
を
歴
任
し
、
ま
た
消

防
団
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

地
域
の
振
興
発
展
や
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
尾
花
沢
市
消
防
本
部
に

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
が
導
入
さ
れ
、
12
月
21
日
に

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
自
動
車
は
大
石
田
分

署
に
配
備
さ
れ
、
災
害
発
生
時
に
は

尾
花
沢
市
、
大
石
田
町
の
ほ
か
、
各

地
の
災
害
現
場
に
出
動
し
、
消
防
活

動
を
行
い
ま
す
。



▲車両後部に「電動アシスト式ホース
カー」を搭載。山間部等の傾斜地や離
れた場所までホースをのばす際に迅速
に対応できます。

▲写真左から、鈴木勲氏、鈴木正司氏、石山忠芳氏

山形県ふるさとの川愛護活動支援事業に参加。翁
山林道途中にある中沢川の清掃活動や草刈り作業な
どの美化活動を積極的に実施していることが認めら
れました。※中沢川には、大正時代に造られ、平成
22年に国の登録有形文化財となった砂防堰堤が４基
あり、現在も当時のままの姿で機能しています。

【河川・海岸等の美化、環境保全及び愛護意識啓発活動部門】
宮沢地区振興連絡協議会

ふれあいの道路愛護事業に参加。はながさの利用
者（障がい者）と地域住民とが一体となって主要地
方道尾花沢最上線などの道路清掃・植栽活動を行っ
ており、安全で快適な生活区間の保持、良好な地域
コミュニティー形成の功績が認められました。

【道路美化活動部門】
特定非営利活動法人はながさ

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
導
入

▲車両積載部に2,000ℓの水槽を搭載。
車両上部には、高い場所や離れた場所
への大量放水が行える放水銃も搭載し
ています。

▲特定非営利活動法人はながさ
理事長鈴木正司氏
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12/２～６(福原地区)･12/５～９(玉野地区)･12/25～27(尾花沢地区)

｢おばねのどぶろく 花笠みぞれ｣新酒発表会
最高の出来栄えに！12/４

各地区でふれあい作品展開催
ユニークな手作り作品が勢ぞろい

宮沢翁塾が企画し、毎年宮沢小学校前県道
に設置している干支イルミネーション。18日
に点灯式が行われました。今回は宮沢小５年
安野世那さんの考えた牛の原画をもとに制作。
イルミネーションは毎日点灯され、雪道にキ
ラキラ光って見る人を和ませてくれています。
通行の際はぜひご覧ください。

載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲中載。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※画面右) → 最新の記事 → ニュース特急便

福原地区・玉野地区・尾花沢地区公民館でふれあい作品展が開催され、ユニークな手作り作品を見
ようと地区内外から大勢の人が集まりました。訪れた人は、作品の出品者に「この夜景の写真はどう
やってブレずに撮影するんですか？」と質問したり、知り合いの作品を見つけて「こんなに上手な絵
を描くなんてすごい！」と知られざる特技に驚いたりしていました。

花笠みぞれの新酒発表会が行われました。
ふるさと振興公社が製造している花笠みぞれ、
すいか甘酒が両方とも賞を受賞したことを記
念して行われた今回の発表会。会場には村山
市と飯豊町のどぶろくも用意され、参加者は
新酒４種の飲み比べを楽しみました。製造担
当者は｢今年の出来は最高｣と話していました。

｢雪山ぶどうワイン｣の新酒を祝う会がレス
トラン徳良湖で開催。今年度は夏場の大雨、
長雨にも負けず山ぶどうが豊作を記録。醸造
元から10周年にふさわしい味に仕上がったと
の報告を受け、山ぶどう生産者らは明るい
ニュースに喜びながら節目の味を楽しんでい
ました。

12/18

12月14日夜半から降り続いた雪は、18日午
前８時には136㎝に達し、さらに大雪の状況
が続く予報も発表されたため、18日午前11時
に豪雪対策本部を設置しました。21日にはア
メダス統計以来12月の最高値となる140㎝の
積雪量を記録。除雪作業中の事故も発生して
いますので、今後も注意してください！

除雪作業、特に屋根からの落雪に注意を！
豪雪対策本部を設置12/18

宮沢小５・６年生は今年度、「さわのはな」
の体験学習を行っています。自分たちで作っ
た米を修学旅行先で観光客の方々にPRして配
付したところ、三重県の方からみかん１箱が
届き、お礼の手紙を書きました。今後はお世
話になった地域の方々を招待し、さわのはな
を使った料理での感謝の会を企画しています。

宮沢小５・６年生｢さわのはな広め隊｣結成！
尾花沢生まれの｢幻の米｣
で広がる交流の輪12/23

県古民家再生協会との連携協定締結式が行
われました。現在市では約300件の空き家が
あり、毎年30件程の空き家が発生し、その管
理等が課題となっています。県古民家再生協
会と連携し、情報共有や助言を受けることで、
空き家発生の防止・管理の適正化・利活用等
の対策を進めていきます。

空き家の利活用を目指して
県古民家再生協会と
連携協定締結11/27

雪山ぶどうワイン新酒を祝う会
10周年を迎えたワインづくり12/18

｢モー嫌だ新型コロナよ早く去れ｣
宮沢翁塾
干支イルミネーション点灯

一気に積もった雪により道幅が狭まり、車両が
すれ違えない状態に。（12月21日撮影）

▲福原地区 ▲玉野地区 ▲尾花沢地区
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福原小学校６年
(西原２)渡辺 叶憂さん

かな う

(名木沢１)大類 夕波さん
ゆ なみ

( )福原小学校
６年生14人

汐
竜
さ
ん
は
数
学
が
得
意
で
、
家
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
数
学
の
公
式
を
調
べ
る
ほ
ど
大
好
き
。
教
科
書
に

載
っ
て
い
る
公
式
を
見
つ
け
た
人
は
ど
う
や
っ
て
こ
の
解

き
方
を
見
つ
け
た
の
か
調
べ
て
、謎
が
解
け
た
時
、数
学
っ

て
お
も
し
ろ
い
な
と
思
う
そ
う
で
す
。
最
近
は
、
１
か
ら

無
量
大
数
ま
で
の
数
字
に
つ
い
て
、
０
の
数
が
増
え
る
に

つ
れ
て
単
位
が
変
わ
っ
て
い
く
の
は
な
ぜ
か
考
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
福
原
中
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
マ
ス
検
（
数

学
の
問
題
を
解
く
検
定
）
で
は
、
お
兄
さ
ん
の
教
科
書
を

借
り
て
調
べ
た
り
先
生
に
質
問
し
た
り
し
な
が
ら
学
習
を

進
め
、
中
学
２
年
レ
ベ
ル
の
３
級
を
取
得
し
ま
し
た
。

将
来
は
数
学
の
知
識
を
生
か
し
て
大
工
さ
ん
に
な
り
た

い
そ
う
で
す
。
広
す
ぎ
ず
狭
す
ぎ
ず
、
お
母
さ
ん
の
好
き

な
木
目
調
の
家
で
、
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
を
備
え
、
家

族
み
ん
な
の
１
人
部
屋
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
家
を
両
親

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と

熱
く
語
る
汐
竜
さ
ん
。
立

派
な
大
工
さ
ん
に
な
っ
て

両
親
に
恩
返
し
す
る
た
め

に
、
今
日
も
ス
ト
イ
ッ
ク

に
勉
強
に
取
り
組
み
ま
す
！

ス
ト
イ
ッ
ク
数
学
博
士

福原中学校１年

榎本 汐竜 さん
(荻袋３)

りゅう

やさしく心の温かい14
人です。何事もみんなで
知恵を出し合い、協力し
て取り組んできました。
卒業まであと少し。さら
に心を一つにして、思い
出に残る３カ月にしてく
れることと思います。

五十嵐明子 先生

藤原 華代 先生

お
も
て
な
し
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で

外
国
の
方
に
尾
花
沢
を
案
内
し
よ
う
！

尾
花
沢
市
商
工
会
女
性
部
は
、
市
内
の
事
業
所
の
女
性
57
人

が
会
員
と
な
り
、
商
工
業
の
発
展
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
地

域
振
興
活
動
の
一
環
と
し
て
、
外
国
人
観
光
客
の
方
に
尾
花
沢

を
案
内
す
る
た
め
の
「
お
も
て
な
し
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
銀
山
温
泉
の
旅
館
や
お
店
、
観
光
案
内
所
の
従
業

員
に
配
布
し
、
外
国
人
の
観
光
案
内
に
役
立
て
て
も
ら
い
ま
す
。

近
年
、
銀
山
温
泉
を
中
心
に
外
国
人
観
光
客
の
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
お
も
て
な
し
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
外
国
人
の
方
が

「
バ
ス
停
は
ど
こ
？
」
な
ど
の
困
り
ご
と
を
イ
ラ
ス
ト
を
指
さ

し
て
教
え
る
こ
と
が
で
き

る
指
差
し
ツ
ー
ル
の
ペ
ー

ジ
や
、
英
語
と
中
国
語
の

あ
い
さ
つ
の
言
葉
集
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て

世
界
へ
尾
花
沢
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
そ
う

で
す
。

尾
花
沢
市
商
工
会
女
性
部

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
14
人
と
い
う
少
な
い

人
数
で
す
が
、
団
結
力
の
強
い
ク
ラ
ス
で
す
。

昨
年
の
宿
泊
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
培
っ
た

団
結
力
で
、
今
年
の
運
動
会
や
学
習
発
表
会
で

は
、
人
任
せ
に
せ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
み
ん
な

の
た
め
に
協
力
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
私
た
ち

の
目
標
は
「
だ
れ
と
で
も
仲
良
く
す
る
」「
何
事

に
も
全
力
で
取
り
組
む
」「
最
後
ま
で
自
ら
考

え
行
動
す
る
」
で
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
意
識
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
特
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
、
学
校
全
体
の

こ
と
を
話
し
合
う
代
表
委
員
会
で
す
。
６
年
生

が
率
先
し
て
意
見
を
提
案
し
自
分
た
ち
で
学
校

を
よ
り
良
く
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
個

性
が
あ
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
！

｢団
結
力
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
14
｣

▲指差しツール

う

日本に三角形の建物が
あまりない理由を考察中…
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第41回花笠ラングラウフ
大会参加者募集

▶日時：２／28(日)
受 付：８時～
講習会：８時30分～
開会式：９時～
スタート：９時40分～
▶会場：
徳良湖花笠グラウンド周辺
※徳良湖周辺の駐車場をご利
用ください。
▶種目：歩くスキー２種目

(３km，６km）
▶参加費：一般 1500円
高校生以下 1000円
（小学生未満無料）
※新型コロナウイルス感染予
防対策のため、山形県内在
住者に限定します。
▶申込締切：２／７(日)必着
▶申込方法：郵便振替になり
ます。詳細は下記にお問い
合わせください。
▶参加者特典：参加賞付き、
スノーフラッグ大会に参加
できます！
問社会教育課生涯学習スポー
ツ係【内線325～327】

催

尾花沢市役所 ☎(22)1111(代表)
〒999-4292 尾花沢市若葉町1-2-3

▶日時：１／27(水)
10時～12時

▶場所：
悠美館ハイビジョンホール
▶講座名：おばけん2020歴史
講座Ⅱ
▶内容：青天を衝け～新1万
円札の肖像に選ばれた実業
家渋沢栄一の生涯～
▶講師：米沢女子短大非常勤
講師 梅津 保一先生
▶参加費：無料
▶募集定員：30人
▶申込締切：１／25(月)
問尾花沢地区公民館
☎(23)2016

大河ドラマが楽しくなる！
歴史講座参加者募集催

家畜を１頭(羽)でも飼って
いる方は、毎年２月１日現在
の飼育頭羽数などを県に報告
する必要があります。
前年に報告された方には１

月末に用紙が送付されますの
で、頭羽数等に変更がある場
合は修正の上、２／12(金)ま
でに、山形県中央家畜保健衛
生所へ提出してください。
新たに飼育を始めた方や飼

育しているのに用紙が送付さ
れなかった方は、下記へご連
絡ください。
▶対象となる家畜：
牛、水牛、鹿、めん羊、山
羊、馬 (ポニー含む）、豚
(ミニ豚含む）、猪、鶏(烏
骨鶏、チャボ含む）、うず
ら、あひる(カモ含む）、き
じ、だちょう、ほろほろ鳥、
七面鳥

問山形県中央家畜保健衛生所
☎023(686)4410

家畜を飼っている方へ
飼育頭数の報告が必要です

本市では、市の教育等の振
興に関する総合的な施策の基
本方針を定める大綱を策定し
ています。このたび、新たな
大網案を取りまとめましたの
で、市民の皆様からのパブリ
ックコメントを実施します。
なお、「尾花沢市教育等の
振興に関する大綱(案)」は、
市公式HPとこども教育課(悠
美館２階)で公表しています。
▶募集期間
１／15(金)～１／29(金)
※FAX、電子メールの場合は、
１／29(金)17:15までこど
も教育課に到着したもの、
郵送の場合は、１／29(金)
までの消印がある意見のみ
受け付けます。
▶提出方法
郵送、FAX、メール
▶提出先
尾花沢市教育委員会こども
教育課
郵送 〒999-4225
尾花沢市若葉町１-８-25
メール
k_kanri@city.obanazawa.
yamagata.jp（件名「尾花
沢市教育等の振興に関する
大綱(案)についての意見」）
FAX (22)3034

※住所、氏名、連絡先を必ず
明記してください。（意見
内容以外は公表しません）
※任意様式で結構です。
問こども教育課【内線330】

教育等の振興に関する
大綱案に対する意見募集募

現在本市では、今後10年間
のまちづくりの指針となる
「第７次尾花沢市総合振興計
画」の策定に取り組んでいま
す。策定に当たっては、市民
の皆様のご意見をお聞きする
ため、「まちづくりアンケー
ト｣や｢市民ワークショップ」、
さらには「まちづくり座談
会｣を実施しました。今回｢第
７次尾花沢市総合振興計画
(案）」をまとめましたので、
より多くの方から幅広くご意
見をお聞きするため、パブリ
ックコメントを実施します。
なお、「第７次尾花沢市総
合振興計画基本構想(案)｣は、
市公式HPと総合政策課（市役
所２階）で公表しています。
▶募集期間
１／22(金)～２／５(金)
▶提出方法
郵送、FAX、メール
▶提出先
総合政策課政策企画係
郵送 〒999-4292
尾花沢市若葉町１-２-３
メール
s_kikaku@city.obanazawa.
yamagata.jp (件名｢第７次
総合振興計画(案)パブリッ
クコメント」)
FAX (23)3004

※住所、氏名、電話番号を明
記の上、ご提出ください。
(任意様式で結構です。）
※個人情報に関する事項を除
き、公表する場合がありま
す。
問総合政策課政策企画係
【内線223】

第７次尾花沢市総合
振興計画への意見募集募

令和２年10月に「尾花沢市
保育施設未来予想図検討委員
会」より、今後の保育施設の
あり方に関する提言書が市長
に出されました。この提言を
受け、今後市として具体的な
方策を検討するため、各地区
において意見交換会を開催し
ます。保育施設を利用されて
いる方だけでなく、どなたで
も参加できます。ぜひご参加
ください。
【開催場所・日時】
▶宮沢地区
さくら保育園お遊戯室
１／21(木) 19時～
▶常盤地区
ときわ保育園お遊戯室
１／26(火) 19時～
▶玉野地区
玉野保育園お遊戯室
１／28(木) 19時～
▶福原地区
よつば保育園お遊戯室
２／２(火) 19時～
▶尾花沢地区
市役所３階大会議室
２／４(木) 19時～
問福祉課子育て支援係
【内線176】

保育施設のあり方に関する
意見交換会 参加者募集催

▶日時：２／20(土)19時～
▶場所：山形テルサホール
▶申込方法：ハガキに①郵便
番号、住所②氏名③電話番
号を明記し、生涯学習スポ
ーツ係へ郵送
※市内在住の方が対象(１人
１枚まで)。当選者につい
ては、鑑賞券の発送をもっ
てお知らせします。
▶申込締切：１／29(金)必着
問社会教育課生涯学習スポー
ツ係【内線326】

山形交響楽団定期演奏会
無料鑑賞券の申込者募集催

災害時の情報、市の大きな
イベントなど重要なお知らせ
をＬＩＮＥで配信しています。
ぜひお持ちのスマートフォン
でご登録ください。

登録はこちらから↓

問総合政策課広報係
【内線224】

尾花沢市LINE公式アカウ
ント登録お願いします！

〇市内小中学校へ
●書籍 7冊(溝邊令子氏(村山市))

ありがとう

令和２年12月15日号市報お
ばなざわに誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
６ページTOPICS３
★福原中★女子柔道
誤：舟越愛心
正：舟腰愛心

お詫びと訂正


